
理事選挙立候補者
氏名 所属 現満了任期

内田 伸恵 鳥取大学医学部 放射線治療科 1期満了

宇野 隆 千葉大学大学院医学研究院画像診断・放射線腫瘍学 1期満了

大西 洋 山梨大学 放射線科 2期満了

小川　和彦 大阪大学大学院医学系研究科 放射線治療学講座

鎌田　正 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構　放射線医学総合研究所病院

唐澤 克之 がん・感染症センター都立駒込病院 放射線科 3期満了

唐澤 久美子 東京女子医科大学 放射線腫瘍学講座

古平 毅 愛知県がんセンター中央病院 放射線治療部

櫻井　英幸 筑波大学大学院医学医療系 放射線腫瘍学

笹井 啓資 順天堂大学医学研究科 放射線治療学講座 4期満了

佐々木 良平 神戸大学医学部附属病院 放射線腫瘍科 1期満了

塩山　善之 九州国際重粒子線がん治療センター 放射線科

茂松 直之 慶應義塾大学医学部 放射線科学教室 3期満了

芝本 雄太 名古屋市立大学大学院医学研究科 放射線医学分野 4期満了

白土 博樹 北海道大学医学研究科 放射線医学分野 3期満了

永田 靖 広島大学大学院　放射線腫瘍学 2期満了

根本 建二 山形大学医学部　放射線腫瘍学講座 4期満了

長谷川 正俊 奈良県立医科大学 放射線腫瘍医学講座 2期満了

（以上18名、五十音順）

監事選挙立候補者

氏名 所属 現満了任期

中野 隆史 群馬大学大学院医学系研究科腫瘍放射線学

手島 昭樹 大阪府立成人病センター放射線治療科

（以上　2名、五十音順）

公益法人　日本放射線腫瘍学会
2016・2017年度　理事・監事選挙立候補者名簿

定款施行細則

第14条 理事の定数は１４名以上１６名以内とし、監事の定数は２名以内とする。

第17条 理事のうち１４名は立候補した代議員から選出する。選出する理事は同一施設１名以内とする。

第18条 監事は立候補した代議員から選出する。

定款第23条

理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する定時社員総会の終結の時までとし、再任を妨げない

が、通算５期までとする。但し、その任期が通算３期を超える理事の員数は定数の５分の２以内とする。

2 監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する定時社員総会の終結の時までとし、再任を妨げな

いが、通算３期までとする。



 

理஦選挙立候補者 所信表明㸦氏名࣭஬十音順㸧 

■ෆ田 伸恵㸦鳥取大学医学部 放射線治療科㸧 

今期ࠊ日本放射線腫瘍学会理஦ࠊ教育委員会委員長ࢇࡀࠊ放射線治療推進委員会副委員

長ࡢ職㈐ࢆ精一杯努ࡲ࡚ࡵいࠋࡓࡋࡲࡾ 

大学ࡶ一般病院勤務ࠊࡶ都市部ࡶ地方勤務ࠊࡶ男性ࡶ女性ࠊࡶJASTRO 会員ࡢࡑࡀ力

支ࡈࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡗ願࡜いࡓࡋ尽力ࠊࡽࡀ࡞微力࡟࡜ࡇࡿ整えࢆ環境ࡿࡁ発揮࡛࡟ࡽࡉࢆ

援ࡢ程࠾ࠊ願い申ࡋ上ࠋࡍࡲࡆ 

■宇㔝 隆㸦千葉大学大学院医学研究院 画像診断࣭放射線腫瘍学㸧 

理஦࡚ࡋ࡜㸰ᖺ間ࠊガイࣛࢻイン委員会ࠊ専門医制ᗘ委員会等࡛放射線腫瘍医ࡢ立場࠿

インࣛࢻ治療計画ガイࡽ ࠊࡋ支援࣭調整ࢆイン作ᡂࣛࢻ診療ガイࡢ諸学会ࡵࡌࡣࢆ2016

今後ࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡵ努࡟充足࡜育ᡂࡢ治療専門医ࠊࡓࡲ IMRT 施設基準ࡢ見直ࠊࡋ新ࡓ

学会࡜学会ࠊ放射線治療全般ࠊࡋ対࡟問題࡞様々࡝࡞新専門医制ᗘ࡞୙透明ࠊ保険制ᗘ࡞

員個々ࡢ将来ࢆ見据え࡚鋭意対応࡚ࡋゆࡓࡁい࡜考えࠊ立候補࡚ࡏࡉいࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ 

■大西 洋㸦山梨大学医学部 放射線医学講ᗙ㸧 

小生ࡣ 1993 ᖺ以来 20 ᖺ以上 JASTRO 健保委員ࡓࡲࠊ࡚ࡋ࡜昨期ࡣࡽ࠿健保担当理

஦࡚ࡋ࡜放射線治療ࡢ診療報酬ࡢ適正໬࡜構造改善࡟努࡚ࡵ参ࠋࡓࡋࡲࡾ診療報酬ࡣ患

者ࡢࢇࡉ診療ࢱࢫ࡜ッࡢࣇ労働形態ࢆ健全࡟ࡵࡓࡿࡍ࡟最ࡶ㔜要࡞要素࡛あࠊࡾ健保作

業ࡣ࡟⥅⥆性࡜戦略性ࡀ必要࡛あ࡜ࡿ考え࡚ࠋࡍࡲࡾ࠾引ࡁ⥆ࡁ健保担当࠾ࡢ役目ࢆ୚

え࡚いࠊࡤࢀࡅࡔࡓ皆様ࡢ意見ࢆ伺いࡽࡀ࡞全力ࢆ尽く࡚ࡋ参ࡋࢁࡼࠋࡍࡲࡾく࠾願い申

 ࠋࡍࡲࡆ上ࡋ

■小ᕝ 和彦㸦大阪大学大学院医学系研究科 放射線治療学講ᗙ㸧 

現在࡟࡛ࡲ教育委員会ࠊ⦅集委員会ࢱ࣮ࢹࠊベ࣮ࢫ委員会ࡢ委員ࡾ࡞࡜ JASTROࡢ活

動࡟従஦࡚ࡋ参ࠋࡓࡋࡲࡾ今後ࡶ࡜人材育ᡂࡢ࡚ࡋ࡜教育ࠊ臨床࣭医学物理࣭放射線生物

ࡁい࡚ࡗ図ࢆ基盤整備ࡢࡵࡓいく࡚ࡵ進࡟෇滑ࢆࡽࢀࡑࠊ推進ࡢ研究ࡿࡅ࠾࡟各分㔝ࡢ

活動ࡢ理஦ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡏࡉ益々発展ࢆ放射線治療ࡢ日本ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡍࡲࡾ࠾考え࡚࡜いࡓ

 ࠋࡍࡲࡋ願い致࠾うࡼࡍࡲࡾ賜ࢆ支援ࡈࡢࡽ࠿皆様ࠋࡍいく所存࡛࡛ࢇ組ࡾ全力࡛取ࢆ

■鎌田 正㸦国立研究開発法人㔞子科学技術研究開発機構 放射線医学総合研究所病院㸧 

放射線治療ࡣᡃࡀ国࠾࡟い࡚様々࡞臨床応用ࡀ行わ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࢀ照射技術や装置ࡢ研

究開発ࡀ実施ࠊࢀࡉ近ᖺࠊ世界࡛急㏿࡟普及ࡘࡘࡋあࠊࡾ将来ࡢ㔜要࡞放射線治療࡚ࡋ࡜

期待࡚ࢀࡉいࠋࡍࡲ私ࠊࡶ࡛࠿࡞ࡣ㔜粒子治療ࢆ中心ࡓࡋ࡜臨床研究ࠊ装置開発ࠊ国際的

ࠊ創生ࡢࢫンࢹࣅ高い࢚ࡾࡼࡢ粒子線治療࡟ࡽࡉࠊࡀࡓࡋࡲࡁ࡚ࡵ努࡟教育࣭研究交流࡞

あࡿいࡣ標準的࡞放射線治療࡜粒子線治療ࡢ࡜調和ࡢ取ࡓࢀ進歩࣭発展࡟取ࡾ組ࠋࡍࡲࡳ 



 

理஦選挙立候補者 所信表明㸦氏名࣭஬十音順㸧 

■唐澤 克之㸦࣭ࢇࡀ感染症ࢭン࣮ࢱ都立駒込病院 放射線科㸧 

私࡛ࡲࢀࡇࡣ㸱期࡟わࠊࡾࡓ本学会ࡢ理஦ࠊ࡚ࡋ࡜広報委員会ࢆ中心ࠊ࡟国際委員会ࠊ

倫理委員会等࡛௙஦࡚ࡏࡉࢆ頂ࠋࡓࡋࡲࡁ前回ࡣ規約ࡢ改訂࡟ࡵࡓࡢ当選࡛࡛ࢇࡏࡲࡁ

ࡲࡾ参࡚ࡋࢺサポ࣮ࢆ運営ࡢ本学会࡚ࡋ࡜代議員ࡢ東京在ఫࡶ㸰ᖺ間ࡢ後ࡢࡑࠊࡀࡓࡋ

発ࡿ࡞更ࡢ本学会࡚ࡋ࠿活ࢆ経験ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡽࡓࡋࡲࡁ頂࡚ࡏࡉ当選࡟今回理஦ࠋࡓࡋ

展࡟ࡵࡓࡢ全力ࢆ尽くࡍ所存࡛ࡋࢁࡼࠋࡍくࡈ支援ࡢほ࠾࡝願い申ࡋ上ࠋࡍࡲࡆ 

■唐澤 久美子㸦東京女子医科大学 放射線腫瘍学講ᗙ㸧 

JASTRO ࡭ࡿࡍ㈉献࡟発展ࡢ放射線腫瘍学࡚ࡋ࡜࣮ࢲ࣮ࣜࡢアࢪアࡎࡽ࡞ࡳࡢ国ෆࡣ

ࡣ小職ࠋࡍࡲ考え࡚い࡜ࡁ 2000ᖺࡾࡼ評議員࣭代議員ࢆ努ࠊࡵ将来計画࣭選挙制ᗘ検討࣭

国際࣭関連学会渉外࣭医学物理士࣭広報委員࡚ࡏࡉࢆいࠊࡁࡔࡓ昨ᖺࠕࡣ患者࡜ࢇࡉ家族

放射線治療ࡢࡵࡓࡢ Q&A JASTROࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓい࡚ࡏࡉࡵ務ࢆ集㈐任者⦆,ࡋ提案ࢆࠖ

 ࠋࡍࡲࡾ࠾考え࡚࡜いࡓࡁ働࡟ࡵࡓࡢࢇࡉ患者ࠊ関係者࡜会員ࠊ発展ࡢ

■古ᖹ 毅㸦愛知県ࢭࢇࡀン࣮ࢱ中央病院 放射線治療部㸧 

ḟ期理஦࡟立候補2008ࠋࡍࡲࡋᖺ～代議員ࠊ専門医制ᗘ委員ࠊ渉外関連学会委員ࠊ⦅

集委員ࠊ放射線治療計画ガイࣛࢻイン作ᡂ2016ࠊᖺ夏季ࢭミ࣮ࢼ世話人ࢆ担当ࡋ学会活

動ࢆ支援ࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋJCOGࠊJROSGࠊWJOGࡢコアメンバ࣮࡚ࡋ࡜医療ࡢ質向上࡟

㈉献致ࠋࡓࡋࡲࡋ頭頸部癌学会理஦ࠊ食道癌学会代議員ࡢ職務ࡾࡼ௚部門ࡢ࡜連携ࢆ強໬

ࡋ JASTROࡢ更ࡿ࡞発展࡟㈉献ࡓࡋい࡜思いࠋࡍࡲ宜ࡋく࠾願い致ࠋࡍࡲࡋ 

■櫻஭ 英幸㸦筑波大学大学院医学医療系 放射線腫瘍学㸧 

私ࡣ JASTRO発足時ࡢࡽ࠿会員࡛ࠊ教育委員会ࠊ将来計画委員会࡛学生࣭研修医ࡢ教

育ࠊJASTRO 健保委員会ࠊ粒子線委員会ࡣ最近ࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋい࡚議論ࡘ࡟ࡓ࠿ࡾあࡢ

若い放射線腫瘍ࠋࡓࡋࡲࡋࡓ果ࢆ役割ࡢ一定࡟保険収載ࡢ粒子線治療ࠊ࡚ࡌ通ࢆ活動ࡢ࡛

医ࢆ増やࠊࡋ放射線治療ࠊࡵࢁࡦࢆあࡽゆࡿ場面࡛ࢇࡀ診療ࡢ࡛࠿࡞ࡢ放射線腫瘍医ࡢプ

 ࠋࡍࡲࡾ࠾考え࡚࡜いࡓࡋ寄୚࡟発展ࡿ࡞更ࡢJASTROࠊࡋ努力࡟向上ࢫンࢮࣞ

■笹஭ 啓資㸦順ኳ堂大学医学研究科 放射線治療学講ᗙ㸧 

私࡛ࡲࢀࡇࡣ本学会理஦ࠊ࡚ࡋ࡜ㄆ定制ᗘࠊ㈈務ࠊ規約ࢇࡀࠊ放射線治療推進等ࡢ各委

員会ࢆ担当ࠊࡋ現在ࡣ⦅集委員長ࠊJRR ㄅ副⦅集長࡚ࡋ࡜努力࡚ࡋいࠋࡍࡲ⦅集長ࡇࡀ

JRRࠊࡵࡓࡓࡁ࡚ࡋ短期࡛交代࡛ࡲࢀ ㄅࡢ⦅集࡟一㈏性ࡀḞࡓࡅ面ࡀㄆࢆ࡜ࡇࡿࢀࡽࡵ

実感࡚ࡋいࠋࡍࡲ理஦㸳期目ࡵࡓࡿ࡞࡜立候補࡞ࡋいࡶ࡜ࡇ考えࠊࡀࡓࡋࡲJRR ㄅࡼࡢ

 ࠋࡍࡲࡋࡓ願いい࠾くࡋࢁࡼࠋࡍࡲࡋࡓあえ࡚立候補いࠊࡵࡓࡿ図ࢆ充実ࡢうࡑࡗいࡾ



 

理஦選挙立候補者 所信表明㸦氏名࣭஬十音順㸧 

■బ々木 良ᖹ㸦神戸大学医学部附属病院 放射線腫瘍科㸧 

࡛ࡲࢀࡇ QA 委員会ࠊ規約委員会ࡢ委員長࡜ DB 委員会ࡢ副委員長ࢆ㸰ᖺ間努ࡏࡉࡵ

࡚いࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ今後ࡢ࡛ࡲࢀࡇࡣ活動࡟ࡽࡉࢆ発展ࠊࡏࡉJASTRO ࡁい࡚ࡋ㈉献࡟

 ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡗ願࡜いࡓ

■塩山 善之㸦九ᕞ国際㔜粒子線ࢇࡀ治療ࢭン࣮ࢱ 放射線科㸧 

ࡋ粒子線委員会࡛活動ࠊ学術委員会ࠊ広報委員会ࠊ用語委員会ࠊ࡚ࡋ࡜代議員࡛ࡲࢀࡇ

࡚参ࠋࡓࡋࡲࡾ 

放射線腫瘍学࡟ࡧࡽ࡞日本放射線腫瘍学会࡟ࡽࡉࡀᡂ熟ࡓࡲࠊࡋ今後更࡟発展࡛ࡿࡁ

 ࠋࡍ所存࡛ࡿࡍ尽力ࠊࡀࡍࡲࡾあࡣう微力࡛ࡼ

■茂松 直之㸦慶應義塾大学医学部 放射線科学教室㸧 

JASTRO発足時ࡢࡽ࠿会員࡛ 1996ᖺࡽ࠿代議員2009ࠊᖺᗘࡽ࠿理஦ࢆ務ࠋࡓࡋࡲࡵ

日本医学会ࠊ日医放ࠊ癌治ࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣࢆ多くࡢ関連学会ࠊ日本歯科医師会ࠊ日本アイࢯ

࡜正念場ࡢ本当ࡢ私ࡣḟᖺᗘࠋࡓࡋࡲࡋ担当ࢆ渉外ࡢ࡜࡝࡞文科省ࠊ厚労省ࠊプ協会࣮ࢺ

JASTROࠊ࡚ࡋ 基礎࣭臨ࠋࡍࡲ思い࡜いࡓࡋう全力࡛努力ࡼࡿࡁ発信࡛࡟世界ࡀ実力ࡢ

床研究ࡢࡵࡓࡢ資金獲得ࠊ若手ࡢ࡬教育ࡢ場ࡢ提供ࢆ志ࠋࡍࡲࡋ 

■芝本 雄ኴ㸦名古屋市立大学大学院医学研究科 放射線医学分㔝㸧 

JASTROࡢ国ෆ及ࡧ国外ࡿࡅ࠾࡟地఩ࡿ࡞ࡽࡉࡢ向上࡟ࡵࡓࡢ尽力ࠋࡍࡲࡋJRRㄅや

国際学会等ࢆ通࡚ࡌ JASTRO ࠋࡍࡲ思い࡜いࡓࡁい࡚ࡋ࣮ࣝࣆア࡟海外ࢆ研究活動ࡢ

ASTROࠊESTRO FAROࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ努力࡟うࡼࡿࢀࡽࡵ深࡟ࡽࡉࢆ連携࡜ ࡉ発展ࢆ

ࡲࠋࡍࡲ思い࡜いࡓࡁい࡚ࡵ深ࢆ交流࡟積極的ࡶ࡜放射線腫瘍学会ࡢア諸国ࢪアࠊࡘࡘࡏ

ࡲࡋ尽力࡟普及ࡿ࡞ࡽࡉࡢ粒子線治療࡜高精ᗘ放射線治療ࡧࡼ࠾育ᡂࡢ放射線腫瘍医ࡓ

 ࠋࡍ

■白土 博樹㸦໭海道大学医学研究科 放射線医学分㔝㸧 

過去㸰ᖺ間ࠊᡃࡀ国ࡢ先人ࡀࡕࡓ牽引ࡓࡁ࡚ࡋ粒子線治療ࡢ先進医療࡟関ࡿࡍ作業࡟

全身全霊࡛対応࡚ࡋ参ࠋࡓࡋࡲࡾ長く期待ࡓࡁ࡚ࢀࡉ保険収載ࡀ実現࡛ࡣ࡜ࡇࡓࡁ喜ࡧ

ᡃࠊ最適໬ࡢ適応ࠊ推進ࡢ高い臨床研究ࡢ質ࠊく࡞࡜ࡇࡿࡵ⦅ࢆ気࡛ࡇࡇࠋࢇࡏࡲ耐え࡟

ࠊ現在ࡓࡋ突入࡟超高齢໬社会ࠊ࡟ࡽࡉࠋࡍࡲࡵ進ࢆ国際໬ࡢ放射線治療技術ࡢ国発ࡀ

JASTRO ࢆ࡜ࡇࡿࡍ活動࡟積極的ࠊ࡟うࡼࡿࡁ牽引࡛ࢆ治療全体ࢇࡀప侵襲ࡢ国ࡀᡃࡀ

約束ࠋࡍࡲࡋ 



 

理஦選挙立候補者 所信表明㸦氏名࣭஬十音順㸧 

■永田 靖㸦広島大学大学院 放射線腫瘍学㸧 

私ࡣᖹᡂ 24ᖺࡾࡼ日本放射線腫瘍学会理஦ࠊ用語委員会前委員長ࠊ専門医制ᗘ委員会

副委員長ࡓࡲࠊ࡚ࡋ࡜ᖹᡂ 26ᖺࢇࡀࡾࡼ放射線治療推進委員長࡚ࡋ࡜活動致ࠋࡓࡋࡲࡋ

若手医師࣭医学生ࢆ勧誘ࡿࡍ目的࡛行わ࡚ࢀいࠊࡿ医学生࣭研修医ࢭミ࣮ࢼやࣞ࡟ࣅࢼࢪ

参画࡚ࡏࡉ頂ࢇࡀࡓࡲࠊࡁプ࢙ࣟࣇッࢩョࡢࣝࢼ養ᡂ࡟向ࡶ࡚ࡅ活動致ࡶࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ

 ࠋࡍ所存࡛ࡍࡓ尽力い࡟発展ࡢ日本放射線腫瘍学会ࠊࡀࡍࡲいࡊࡈࡣ微力࡛ࡾࡼ࡜

■根本 建஧㸦山形大学医学部 放射線腫瘍学講ᗙ㸧 

過去ࠊJASTRO 理஦ࢆ㸲期務࡚ࡏࡉࡵ頂ࠋࡓࡋࡲࡁ教育委員長ࡣ࡚ࡋ࡜物理࣭生物ࢭ

ミࡢ࣮ࢼ立ࡕ上ࡆや ESTRO 委託஦務局ࠊࡣ࡚ࡋ࡜専務理஦ࠊࡾ道筋作ࡢク࣮ࣝ開催ࢫ

JASTROࠊ஦務局設置等ࡢ独自ࡓࡋ独立ࡽ࠿ 規定上最ࠋࡓࡋࡲࡾ参࡚ࡵ努࡟機能強໬ࡢ

後ࡢ理஦立候補ࠊࡀࡍࡲࡾ࡞࡜引ࡁ⥆ࡁ JASTRO全体ࡢ発展࡟寄୚࡛ࡼࡿࡁう࡞௙஦ࡀ

 ࠋࡍࡲࡋࡓ願いい࠾くࡋࢁࡼ࠿う࡝ࠊ程ࡢ支援ࡈࠋࡍࡲࡾ࠾考え࡚࡜ࡤࢀࡁ࡛

■長谷ᕝ 正俊㸦奈良県立医科大学 放射線腫瘍医学講ᗙ㸧 

放射線腫瘍学ࡢ発展࡟長ᖺ務ࠊࡵ特࡟理஦ࡢ㸰期㸲ᖺ間ࡣ専門医制ᗘࠊ生物部会ࢆ主体

ࡿあ࡟渦中ࠊࡀࡍࡲい࡚ࡋ延期࡛混乱ࡢ移行ࡢ࡬専門医機構ࡣ前者ࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋ活動࡟

ࠋࡍ本番࡛ࡀࡽ࠿ࢀࡇࡣ放射線治療専門医ࡢ第஧段階ࠊ放射線科専門医࡛ࡢ第一段階ࡣࡢ

後者࡛ࡣ分子生物学ࡢ発展ࡀ目覚ࡋࡲい放射線生物学࡜高精ᗘ放射線治療ࡢ࡜連携ࢆ㔜

視ࠊࡋICRR開催ࡶ࡟積極的࡟関୚ࡋࢁࡼࡦࡐࠋࡓࡋࡲࡋく࠾願い申ࡋ上ࠋࡍࡲࡆ 

 

 

 



 

監事選挙立候補者 所信表明㸦氏名࣭五十音順㸧 

■中野 隆史㸦群馬大学大学院 腫瘍放射線学㸧 

ま࡛ࢀࡇ JASTROࡢ理事࡚ࡋ࡜編集委員長や国際委員会委員長等を拝命ࠊࡋJRRࡢ刊

行事業活動や国際学会ࡢ࡜連携強化࡟尽く࡚ࡋ参ࡾまࠋࡓࡋJASTRO 放射線腫ࠊ今後ࡣ

瘍医や医学物理士ࡢ専門性強化ࠊ࡜人材ࡢ拡充を図࡜ࡿ共ࠊ࡟ASTROや ESTROࡢ࡜連

携ࠊアジア放射線治療学会連合㸦FARO)ࡢ組織化ࡢ発展ࡀ期待ࢀࡉまࠊࡀࡍ今度ࡣ監事࡜

࡚ࡋ JASTROࡢ更ࡿ࡞発展࡟貢献ࡓࡋい࡜考え࡚いまࠋࡍ 

■手島 昭樹㸦大阪府立成人病センタ࣮ 放射線治療科㸧 

会員ࠊ代議員ࡢඛ生方ࡢ温࠿いࡈ支援࠾ࡢ陰࡛ࠊ永年ࠊ理事࡚ࡋ࡜ DB委員会を担当ࡉ

せ࡚いࡁࡔࡓまࠋࡓࡋ誠࡟有難うࡊࡈいまࠋࡍ今後ࡣ微力࡛ࠊࡀࡍ新理事ࡢඛ生方を裏方

࡛支え࡚最後ࡈࡢ奉公ࡤࢀࡁ࡛ࡀග栄࡟存ࡌまࠋࡍ 

 

 

 

 


